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6月の主な活動
 1日 青年・女性委員会
 合同研修会

 5日 第2回医療部門連絡会

 8日 土曜相談会

 10日 第3回労働条件委員会

 12日 第8回四役会議

 15日 食ネット学習会

 19日 第8回執行委員会

 20日 男女平等委員会街頭行動

 25日 朝街宣

 26日 第52回地方委員会

参
議
院
議
員
選
挙
近
づ
く

風
化
さ
せ
な
い
た
め
に

　
　
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
長
岡
分
会

斉
田
　
哲
平

７
月
４
日
公
示
・
７
月
21
日
投
票
日（
予
定
）

労
働
組
合
が
、
な
ぜ
政
治
に

向
き
合
う
の
か
？

　

今
、
私
た
ち
は
健
康
で
定
年

ま
で
働
き
続
け
ら
れ
、
定
年
後

の
社
会
保
障
や
生
活
設
計
な
ど
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
と
言
い

切
れ
る
社
会
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
労
働
組
合
は
す
べ
て

の
働
く
者
の
生
活
を
守
る
た
め

に
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
労
使
の
交
渉
で
解
決
す
る

こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

残
念
な
が
ら
限
界
が
あ
り
、
労

働
組
合
や
組
合
員
の
考
え
方
、

職
場
や
毎
日
の
生
活
を
す
る
上

で
の
現
状
や
課
題
を
伝
え
、
そ

の
政
策
や
制
度
を
実
現
し
て
い

く
に
は
、
私
た
ち
働
く
者
が
積

（現①・46）
（民主党公認）

参加された14人の皆さん（右から３人目が斉田さん）

丁寧に黙々と作業するボランティア

第23回参議院選挙候補者

連合組織内
比 例 代 表
候補予定者

第23回
新潟県勤労者駅伝大会

と　き：2013年９月21日（土）
ところ：東北電力ビッグスワンスタジアム

　　　　　　およびスポーツ公園内コース
スタート：11時30分

※募集要綱等詳細は、７月予定発送です

６月の自治体選挙

魚沼市議会議員選挙
選挙日　2013年６月23日

連合新潟推薦候補者

高野　甲子雄（たかの　かねお）
無所属　現①　63歳

極
的
に
政
治
に
参
画
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

働
く
も
の
の
代
表
を
議
会
へ

　

そ
こ
で
、
各
組
合
の
自
分
た

ち
の
仲
間
か
ら
議
員
を
擁
立
し

た
り
（
組
織
内
議
員
）、
あ
る

い
は
自
分
た
ち
の
考
え
方
に
近

い
議
員
を
推
薦
し
て
応
援
し
た

り
（
推
薦
議
員
）
す
る
こ
と
で
、

働
く
者
・
生
活
す
る
者
の
代
弁

者
を
議
会
に
送
り
、
働
き
や
す

い
社
会
、
暮
ら
し
や
す
い
社
会
、

安
心
で
安
全
な
社
会
の
実
現
に

む
け
て
「
政
治
活
動
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
で
す
。

　

そ
れ
は
、
私
た
ち
の
労
働
条

件
や
生
活
を
よ
く
す
る
た
め
だ

け
に
活
動
す
る
の
で
は
な
く
、

国
民
全
体
の
生
活
や
福
祉
の
向

上
、
暮
ら
し
の
底
上
げ
に
つ
な

が
る
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
国
民
の
生
活
は
、
政

治
に
直
結
し
て
い
る
の
で
す
。

『
政
治
』
に
「
無
関
心
」
で
い

る
こ
と
が
で
き
て
も
、「
無
関

係
」
で
い
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
み
ん
な
が
『
政
治
』
に
関

心
を
持
ち
、
積
極
的
に
発
信
・

発
言
を
し
て
い
き
、
自
分
た
ち

の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

決
し
て
、
国
民
の
生
活
を
な

い
が
し
ろ
に
す
る
よ
う
な
政
党

に
政
権
を
任
せ
て
は
い
け
な
い

の
で
す
。
あ
な
た
の
一
票
一
票

が
、
私
た
ち
の
生
活
を
守
り
ま

す
。

　
棄
権（
キ
ケ
ン
）は
危
険（
キ

ケ
ン
）
！
大
切
な
一
票
を
き
ち

ん
と
行
使
し
ま
し
ょ
う
！

　

私
は
東
日
本
大
震
災
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
は
じ
め
て
参
加
し

ま
し
た
。

　

初
日
の
作
業
は
畑
の
石
な
ど

の
異
物
を
取
り
除
く
も
の
で
し

た
。
ピ
ッ
ケ
ル
で
掘
り
返
し
な

が
ら
探
し
て
い
く
と
い
う
地
道

な
作
業
で
、
六
〇
人
ほ
ど
で
一

日
作
業
を
し
て
も
三
〇
〇
㎡
程

度
し
か
進
み
ま
せ
ん
。
し
か
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
方

は
、「
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で

確
実
に
進
ん
で
い
ま
す
」
と
言

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

普
段
の
休
日
は
何
を
す
る
わ

け
で
も
な
く
過
ご
し
て
い
ま
す

が
、
そ
ん
な
日
常
で
は
味
わ
え

な
い
清
々
し
い
気
分
で
し
た
。

　

夜
の
懇
親
会
で
は
今
回
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た

メ
ン
バ
ー
と
良
い
交
流
が
で
き

ま
し
た
。
私
は
み
な
さ
ん
と
初

対
面
で
し
た
が
志
の
高
い
方
が

多
か
っ
た
で
す
。

　

南
三
陸
町
は
震
災
か
ら
二
年

が
た
っ
た
今
も
以
前
の
姿
を
取

り
戻
せ
て
い
ま
せ
ん
。
完
全
な

復
興
ま
で
に
今
後
何
年
か
か
る

の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
し
て

支
援
を
行
え
ば
確
実
に
復
興
は

早
ま
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

時
間
と
と
も
に
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
「
お
た
が
い
さ
ま
」

の
意
識
を
今
後
も
持
ち
続
け
て

行
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

連
合
新
潟
は
、
二
年
ぶ
り
に

東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
五
月
三
一
日
・
六
月
一

日
、
宮
城
県
南
三
陸
町
で
行
い

ま
し
た
。

　

二
日
間
と
も
津
波
の
被
害
を

受
け
た
畑
、
住
宅
跡
地
の
ガ
レ

キ
撤
去
作
業
で
し
た
。

　

腕
や
腰
の
筋
肉
痛
と
闘
い
な

が
ら
参
加
者
一
四
人
で
一
致
団

結
し
、
使
命
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

作
業
現
場
か
ら
移
動
す
る
時

に
バ
ス
か
ら
見
え
る
街
の
風
景

は
、
防
波
堤
は
崩
れ
、
海
沿
い

の
住
宅
地
は
更
地
と
な
り
、
郊

外
で
は
今
回
の
よ
う
な
ガ
レ
キ

撤
去
作
業
も
終
わ
っ
て
お
ら
ず
、

ま
だ
ま
だ
復
興
に
は
時
間
と
マ

ン
パ
ワ
ー
が
必
要
で
す
。

　

南
三
陸
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
に
は
連
合
新
潟
以
外

に
も
島
根
や
東
京
な
ど
か
ら
も

大
型
バ
ス
で
来
て
い
る
グ
ル
ー

プ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
復
興
は
ま
だ

道
半
ば
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が

　連合は、「STOP THE 格差社会！　暮らしの底上げ実現」キャンペーンの取り組みの
一環として、「最低賃金の引き上げと遵守を求める全国行動」を実施しています。これは、
地方公務員の給与引き下げや生活保護基準の引き下げを前提にした予算、労働者保護を大
きく後退させる規制緩和策の議論など、自民党政権下で再び格差社会への流れが強まる恐
れがあるとの認識のもと、非正規労働者の処遇改善に大きな影響がある最低賃金の遵守と
引き上げについて、世論を喚起することを目的としています。

　最低賃金については、2010年民主党政権における政労使の雇用戦略対話合意で「2020
年までの目標として、できる限り早期に全国最低800円を確保し、全国平均1000円をめ
ざす」とされています。しかし、新潟県の最低賃金は現在689円。全国平均の749円と比
較しても低く、800円どころか700円にもいたりません。仮に時給が1000円だとして一
日に８時間、一週間に40時間、年間2000時間、正規と同様に働いとたしても、年収200
万円以下のいわゆるワーキングプア層から脱却できるわけではありません。
　最低賃金が適用される多くは労働組合に入っていない未組織や非正規の労働者です。こ
の最低賃金の引き上げには、私たち組織された労働組
合の春季生活闘争やその他賃金闘争における賃上げ率
が一つの大きなカギを握っています。労働組合は自分
たちの労働条件などの改善だけではなく、組合がない、
雇用が不安定な、あるいは女性や弱者、若者といった、
すべての働く者の処遇改善にむけて、今まで以上に地
域における労働運動への参加をすすめていくことが必
要です。

～最低賃金の引き上げと遵守を求める全国行動を展開～

かわい たかのり
（UAゼンセン、現①・49）

神本 みえ子
（日教組、現②・65）

石上 としお
（電機連合、新・51）

浜野 よしふみ
（電力総連、新・52）

さだみつ 克之
（JP労組、新・53）

いそざき 哲史
（自動車総連、新・43）

とどろき 利治
（基幹労連、①・53）

吉川 さおり
（情報労連、現①・36）

◇改正労働関係法②
　2012年の日本の労働者全体に占める非正規雇用労働者の割合は35.2％と過
去最高となり、2011年の有期雇用労働者のうち年収200万円以下の者は74.0
％にものぼっています。これら有期雇用労働者の雇用の安定と格差是正をは
かる政策の実現の一つとして、「労働契約法」の改正が2013年４月１日より
行われました。
　このことにより、有期雇用が通算５年を超えて更新された場合の無期雇用
転換申込権の付与や有期雇用であることを理由とする不合理な労働条件の禁
止の規定などが創設されました。
　しかし、この改正法は今年４月以降の改正であり、これまでの有期雇用労
働についてはカウントされないこと、また５年経過の直前（未満）での雇止
めがかえって増えるのではないか、これまでも均等待遇を定めるパートタイ
ム労働法８条が実質的に機能していないことなどから、実際に機能し得るの

かなど、懸念が投げかけられています。
　労働組合として、これまでの有期雇用期間を通算させる
ことや５年より短い期間で無期雇用へ転換させるなどの労
使協議を行い、有期労働契約を減らしていくことが必要で
す。また、労働条件の改善を行うこととあわせて、無期転
換した労働者の組合員化にも取り組んでいきましょう。

も
う
一
度
自
分
た
ち
が
で
き
る

活
動
に
参
加
を
し
ま
し
ょ
う
。



エアコンエアコン

53%53%冷蔵庫冷蔵庫

23%23%

2013

21連合エコライフhttp://www.rengo.org/い　など

夏の日中（14時頃）の消費電力（全世帯平均）
出典：資源エネルギー庁推計 数値は最大需要発生日を想定

エアコンも冷蔵庫も
使い方次第で大きく節電
効果が得られるのじゃ

ポイントはエアコンと冷蔵庫！
夏の日中の電力使用量は、
約1200w。エアコンと冷蔵
庫が消費電力の２トップで
あり、なかでもエアコンは、
全体の約半分を占めていま

す。使い方次第で大きく節
電効果が得られるので、もう
一度、エアコン、冷蔵庫の使
い方を見直してみましょう！

アクション
ピークカット

節電のススメ 夏の
ヒント

【エアコン】
【冷蔵庫】

設定温度を控えめに（28℃）、扇風機で空気を循環させる　など
温度設定を控えめにする、余分な開閉はしない、物を詰め込みすぎない　など

夏

新潟県地産地消食育ボランティア
の高橋さんと調理実習

講師の田中亮祐さん

11%

67%

22%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
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れんごうに

52（平日9:00～17:00）
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ま
も
な
く
九
十
三
才

を
迎
え
る
祖
父
。
昨
年

の
今
頃
か
ら
痴
呆
が

一
気
に
進
行
し
一
日

中
昼
夜
関
係
な
く
「
お

ー
い
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ー

ん
！
」
と
近
所
中
聞
こ

え
る
よ
う
な
大
声
で
叫
ん
で
い
ま
す
。

完
全
に
赤
子
に
戻
っ
た
よ
う
で
祖
母

が
そ
ば
に
い
な
い
と
不
安
な
様
子
。

先
日
四
才
に
な
っ
た
三
女
。
そ
ん
な

大
声
が
聞
こ
え
る
と
曾
祖
父
を
訪
ね

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
忙
し
い
ん
だ
か

ら
お
利
口
さ
ん
に
し
て
い
よ
う
ね
。」

と
諭
し
ま
す
。
と
言
い
つ
つ
、
三
女

は
こ
の
春
か
ら
入
園
し
た
保
育
園
に

ま
だ
慣
れ
ず
毎
朝
の
よ
う
に
泣
い
て

い
ま
す
。「
子
供
叱
る
な
来
た
道
だ

も
の
。
年
寄
り
笑
う
な
行
く
道
だ
も

の
。」
完
全
に
地
で
行
っ
て
い
る
毎

日
で
す
。 

（
宇
） 土曜相談会 ７月は13日に開催

Ｂ
さくらんど温泉の桜タマ吉ラーメン

　五泉支部おすすめの一品は、日帰り温泉施設さくらんど温泉の「桜
タマ吉ラーメン（700円）」です。
　村松商工会青年部のゆるキャラ、「桜タマ吉」とコラボレートし
たラーメンは、コシヒカリを利用した「米粉麺」を使用しモチモチ
した食感を味わうことができます。また、器の中にはタマ吉ふるさ
との村松の四季が表現されています。
　春の桜は海老シンジョウ、夏の新
緑はネギで、秋の紅葉は桜海老、冬
の白山をモヤシで表した塩味のラー
メンです。さらに隠し味もあります。
　この他にも新潟大学農学部村松農
場の牛乳で作ったバニラアイス・エゴマアイス・アロニアアイスも
オススメです。
　源泉かけ流しの浴場と菅名岳を望む見晴らしのいい露天風呂とと
もにお楽しみください。
＊食事のみのご利用にもさくらんど温泉の入館料が必要となります。
　　◆さくらんど温泉
　　　　新潟県五泉市上木越甲423番地１　電話 0250（58）1611
 （連合下越地協　五泉支部）

５月のホームページ・アンケート結果発表
質問： 母の日には何かを贈る予定だ。（または贈った）
　私ごとですが、母の日には母の好物の「アーモンドチョコ
レート」を山ほど贈りました。現在、母とは同居していて、
子育てや家事で大変世話になっています。親との同居の利点
ですね。普段は忙しくしていて感謝を感じることも少ないで
すが、こういう機会ぐらいはしっかり「ありがとう」を伝え
ることが大事ですよね。
　６月のHPアンケートは、景気に関する質問です。
投票お待ちしています。

②

□
電
機
連
合

 

議
長　

笹
川 

孝
昭

　

労
働
組
合
活

動
に
お
け
る
女

性
参
画
の
取
り

組
み
は
、
男
女
平
等
政
策
の
中

で
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
な
が

ら
も
、
地
協
の
活
動
で
は
女
性

参
画
の
難
し
さ
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
男
女
が
と
も
に
い

き
い
き
と
働
く
職
場
環
境
と
社

会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
多
様

な
価
値
観
を
労
働
組
合
の
活
動

に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
女
性

の
労
働
組
合
活
動
へ
の
積
極
的

な
参
画
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
部
・
加
盟
組
合
・
地
協
が

一
体
と
な
っ
て
女
性
参
画
推
進

の
た
め
の
取
り
組
み
を
提
起
し
、

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

□
電
力
総
連

 

会
長　

米
山 

哲
也

　

男
女
平
等
参

画
社
会
の
実
現

は
、
少
子
高
齢

化
な
ど
の
社
会
的
な
背
景
か
ら

も
着
実
に
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
社
会
の
一

員
で
あ
る
企
業
、
そ
こ
に
お
け

る
労
使
の
役
割
は
極
め
て
大
き

く
、
率
先
垂
範
し
た
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

電
力
総
連
の
「
男
女
平
等
い

き
い
き
職
場
づ
く
り
方
策
」
を

基
に
、
構
成
総
連
・
各
単
組
と

の
連
携
を
密
に
し
、
方
策
の
展

開
を
図
り
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
と
と
も
に
、

一
人
ひ
と
り
が
、
職
場
や
家
庭

に
お
い
て
実
感
で
き
る
取
り
組

み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

□
Ｊ
Ｐ
労
組
新
潟

 

議
長　

河
内 

浩
一

　
Ｊ
Ｐ
労
組
は

こ
の
間
、
女
性

に
と
っ
て
働
き

が
い
の
あ
る
職
場
、
社
会
進
出

で
き
る
環
境
を
め
ざ
し
、
女
性

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
男
女
共
同
参
画

委
員
会
等
で
議
論
の
上
、
活
動

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

結
果
、
女
性
の
執
行
委
員
登

用
や
各
機
関
大
会
へ
の
参
加
に

つ
い
て
も
年
々
比
率
は
向
上
し

て
い
ま
す
が
、
目
標
に
は
未
だ

及
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　
Ｊ
Ｐ
労
組
の
重
要
な
方
針
と

し
て
、
女
性
が
安
心
し
て
仕
事

が
で
き
、
組
合
活
動
に
も
参
画

で
き
る
職
場
を
め
ざ
し
て
い
き

ま
す
。

□
自
動
車
総
連

 

議
長　

小
熊 
文
雄

　

自
動
車
総
連

は
、
男
女
が
平

等
に
働
く
こ
と

が
で
き
、
誰
も
が
働
き
や
す
い

職
場
環
境
の
実
現
に
向
け
、
女

性
役
員
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
、
女
性
が
参
加
し

や
す
い
組
織
体
制
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
加
盟
組
合
は

女
性
組
合
員
比
率
を
指
標
と
し

て
中
期
計
画
を
策
定
し
、
女
性

役
員
の
配
置
・
拡
大
に
取
り
組

み
、
加
盟
組
合
の
女
性
役
員
同

士
が
意
見
交
換
を
行
い
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
場
の
提

供
な
ど
、
組
織
の
制
度
や
職
場

環
境
改
善
な
ど
に
活
か
す
取
り

組
み
を
推
進

し
ま
す
。

食
の
循
環
と
食
育
に
つ
い
て
学
ぶ

　

青
年
委
員
会
と
女
性
委
員
会

は
、
六
月
一
日
に
「
食
」
を
テ

ー
マ
に
合
同
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

講
師
の
新
発
田
市
役
所
・
中

山
巧
さ
ん
か
ら
は
「
食
」
の
循

環
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
、
市

が
行
っ
て
い
る
生
ゴ
ミ
を
肥
料

に
再
生
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
旬
の
食
材
を
使
い
、

青
年
と
女
性
が
協
力
し
て
調
理

実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

食
の
循
環
と
食
育
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意

義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

青
年
委
員
（
基
幹
労
連
）
野
村
尚
生

気
づ
き
か
ら
楽
し
さ
発
見

第
24
回
女
性
集
会

　

六
月
八
日
、
新
潟
市
コ
ー
プ

シ
テ
ィ
花
園
「
ガ
レ
ッ
ソ
ホ
ー

ル
」
に
お
い
て
連
合
新
潟
第
二

十
四
回
女
性
集
会
を
開
催
し
、

株
式
会
社
Ｗ
Ｌ
Ｂ
代
表
取
締
役
の
田
中
亮

祐
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
気
づ
き

〜
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
〜
」
を

テ
ー
マ
に
、
七
七
人
が
参
加
し
講
演
を
受

け
ま
し
た
。

　

田
中
さ
ん
か
ら
は
、
家
庭
の
気
づ
き
と
、

そ
の
気
づ
き
を
仕
事
に
置
き
換
え
て
も
同

じ
こ
と
が
い
え
る
と
い
う
こ
と
を
、
い
く

つ
か
の
経
験
談
を
交
え
て
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
働
き
づ

ら
い
職
場
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
、
人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
す
る
と
い

う
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
な
人
生
は
苦
楽
し
い
（
く
る
た

の
し
い
）」
苦
し
さ
も
あ
る
け
れ
ど
、
そ
の
先
に
は
苦
し
さ
以
上

の
楽
し
さ
が
待
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聴
き
、
本
当
に
そ
う
な

る
こ
と
を
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。 

女
性
委
員
（
電
力
総
連
）
藤
田
彩
加

ここが問題! 労働者保護ルールの改悪
　安倍政権がかかげる経済政策の三本の矢=アベノミクス。そ
の最後の矢は、民間投資を喚起する成長戦略として、私たち労
働者の働き方や生活を脅かそうとしており、アベノリスク
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と言
わざるをえません。
　働く者の犠牲のうえに成長戦略を描くことは許されず、すべ
ての働く者の処遇改善を求める連合は断固反対していくととも
に、これらを阻止するためにも、今夏の参院選できちんと自民
党政権に『NO!』を突き付けていきましょう。

■とくにココが危ない!
▲個別論点①－解雇ルールのあり方－
・ 成熟産業から成長産業への労働移動の促進として、「解雇ル
ールの合理化・明確化」?!
　　⇒ 成長産業が創出されていない段階で解雇規制を緩和し

労働者を労働市場に放り出すのは論外!

▲個別論点②－「解雇の金銭解決制度」の導入－
・ 解雇を争う裁判で、会社が解決金を支払えば雇用が終了し
たものとして、労働者を復帰させなくもよい?!
　　⇒ 労働者が解雇無効の判決を勝ち取ったとしても、会社

が一定の金銭を支払えば職場復帰をさせなくてもよい
とするこの制度は、労働者を金さえ払えば解雇できる
といった風潮が広まることが懸念される!

▲個別論点③－いわゆる「準正社員（ジョブ型正社員）」－
・ 正規か非正規かという二極化を解消して多元的な働き方を?!
　　⇒ 雇用が安定し処遇も高いが、長時間労働や全国転勤な

ど働き方の拘束性が高い正社員ではなく、雇用が不安
定で処遇も低いが、労働時間や職務、勤務場所などを
限定した準正社員=「限定正社員」を作る。このことは、
現在でも正社員の労働保護が整備されていない中で、
単なる無期契約労働者を増やし、正社員ではないキャ
リアの低下や雇用・処遇の引き下げも行われ、結果と
して正社員との格差とより解雇しやすい労働者を増や
しかねず、二極化の解消どころか、より二極の格差が
増大する!


